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WB 1:2000-1:20000,1P 1:50-1:100

Calculated MW:33 kDa; Observed MW:45 kDa
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482, 11932, 24214

P14415, P14231, P13638
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ATPase DY 777 3 —ITBLET. Na+/K+ -ATPase (&, IEEREET]S Na B LKA 4> OEGHFHNIE E IS KU
TRREEIESELVAVETY, Chb0ARE. REERD. SESETLBRS LTEKDFOT MY Y LGEERIE. BEH &
UHANESHNEEECARRNTY, COBER. KE/MEYTA=y N (FLT7) LINEGEAVARVBYTIZy b (R—
2) Q220U Ty MTHEEEATWET, R—42YT1=y ME, FLIT7/R=EATOXAI—OEAITENL T, 458
FRICEESH DT NI LR TOEERFHL LT, Na+/K+ -ATPase DFEA /XU BHT1=y ME, HHOEGFICL>Ta—
RERTOWET, COBGRFERN—422HT2=y b E2a—RLET., COBGRFICE. BREI3TAYI+—LEI—RTEH2D0
HEELEARNROMN > TWET, [RefSeqigft. 2014512 A]
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Na+/K+およびH+/K+ ATPaseのβ鎖タンパク質ファミリー、およびNa+/K+ -ATPaseのサブファミリーに属します。Na+/K+ -ATPaseは、細胞膜を横切るNaおよびKイオンの電気化学的勾配を確立および維持する役割を担う膜タンパク質です。これらの勾配は、浸透圧調節、さまざまな有機および無機分子のナトリウム結合輸送、神経および筋肉の電気的興奮性に不可欠です。この酵素は、大きな触媒サブユニット（アルファ）と小さな糖タンパク質サブユニット（ベータ）の2つのサブユニットで構成されています。ベータサブユニットは、アルファ/ベータヘテロダイマーの組み立てを介して、細胞膜に輸送されるナトリウムポンプの数を調節します。Na+/K+ -ATPaseの糖タンパク質サブユニットは、複数の遺伝子によってコードされています。この遺伝子はベータ2サブユニットをコードします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写変異体が見つかっています。[RefSeq提供、2014年12月]
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	ATP1B2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

